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車いす対応座席（次ページの配置図で「Ｈ」と標記） 

７号車の１４番のＡ席（八ヶ岳側）とＤ席（富士山側）が、いずれも車いすからの乗り

移りに便利なよう通路向きに回転できる構造になっていて、車いす固定用の設備もあり

ます。また１３番のＡＢＣＤ席が介助・同伴者用として確保されています。これらの席

は車いす利用者からの予約が無い場合でも一般向けに発売されることはありません（車

掌持ちの予備席扱い）。 

グリーン車には車いす対応座席はありません。 

多目的室（次ページの配置図で「Ｍ」と標記） 

７号車の松本方（八ヶ岳側）に急病人の休憩などにも対応できる簡易ベッドを設置した

タイプのものがあります。 

車いす対応トイレ（次ページの配置図で「Ｂ」と標記） 

７号車の松本方にベビーベッド（おむつ交換台）やベビーチェアなどを併設した多機能

タイプのものがあります。ただしオストメイト対応設備はありません。 

洗面所 

７号車の松本方に車いす対応構造のものがあります。 

公衆電話、飲料自動販売機 

以前は５号車と１０号車に車いす対応構造でないものが設置されていましたが、現在は

いずれも撤去されています。 

受動喫煙の発生状況 

２００７年３月１８日から全車禁煙です。 

 

乗車・調査の実施記録 

２００７年９月２４日（月曜日、秋分の日の振替休日） 

新宿９時００分発松本行き「あずさ９号」（１１両編成、新宿駅発車前に調査） 

車両番号・⑦号車＝サハＥ２５７－１０（Ｍ－１０３編成、２００１年・東急車輌製） 

再調査実施記録 

２０１６年４月２４日（日曜日） 

松本１３時４７分発新宿行き「あずさ２０号」（１１両編成、松本駅発車前に調査） 

車両番号・⑦号車＝サハＥ２５７－２（Ｍ－１０２編成、２００１年・近畿車輌製） 
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ＪＲ東日本Ｅ２５７系「あずさ・かいじ」の車内設備の配置図 

＊③～⑪号車の９両編成が基本で、①②号車は一部の列車でのみ連結されます。 

（指定席／自由席の区分は「あずさ」の場合を示しました） 

 

←千葉・東京・新宿                 （あずさ）                     松本・南小谷→ 

←東京・新宿                       （かいじ）                             甲府→ 
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凡例 

指＝普通車指定席    自＝普通車自由席    Ｇ＝グリーン車 

Ｈ＝車いす対応座席                      Ｍ＝多目的室 

Ｂ＝車いす対応トイレ（ベビーベッド有） 

ｗ＝車いす非対応トイレ（ベビーベッド無） 

Ｃ＝車掌室                              ｋ＝車内販売準備室 

Ｓ＝フリースペース（旧・喫煙コーナー） 

♥＝ＡＥＤ（自動体外式除細動器） 

 

細字＝受動喫煙が発生していない清浄な空気の禁煙車 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＪＲ東日本Ｅ２５７系「あずさ・かいじ」のバリアフリー設備のご案内 

（２０１６年３月２６日現在） 
3

  
ＪＲ東日本Ｅ２５７系 

  

  
Ｅ２５７系の車いす対応座席 

車いす固定ベルトは腰掛の台座の下に 

自動巻取式のものが取り付けられている 

左上に対話式の非常通報装置が見えるが 

取付位置が高く車いすの人は利用できない 

Ｅ２５７系の多目的室 
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Ｅ２５７系の多機能トイレ Ｅ２５７系の洗面所 

  

 

 

Ｅ２５７系の公衆電話と飲料自動販売機 

（現在はいずれも撤去） 

いずれも車いす対応構造ではなかった 

 

 


